
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お知らせ】 
 　役員会で協議の結果，令和５年度のＰＴＡ新年会は「中止」
となりました。皆様の御理解と御協力をよろしくお願いします。

エピソード３０ 

「子育て５(ファイブ)」 
 
～「受け入れる」「耳を傾ける」「寄り添う」
「見守る」「待つ」～ 

                校長　 若松　 剛志 
 
　  

　 ５年生の社会科の学習で学びます
が，木材は出荷するまで苗を植えてから
５０年の年月が必要です。 
　 野菜の苗は，植えてから収穫するまで数十日待たなけれ
ばなりません。 
 
　 子育てにも時間が必要です。 
　 現代は，スマホ時代です。何でもすぐ調べられ，スマホで
予約すれば待ち時間の無駄を省けるという効率化の時代
です。 
 
　 子育ては，これとは相反する営みです。「待つ」ことが肝
要になります。 
　 子供が何人もいて朝から戦場のような忙しさなのに「待
つ」なんて悠長なことはできないと思われるかもしれませ
ん。　  

　 日々，子育てに追われながらもわずかな成長の跡を感じ
取り，見守り，親子で成長することが子育てだと思います。 
 
　 「待つ」ことは人間の成長の必須条件です。十分な睡眠
をとることで，体と心の回復を待ち，人は成長していきます。 
 

　 勉強できるようになることを「待つ」とは，意味合いが違
います。これは，やらなければ力が付くわけがありません。 
 
　 ありのままの現状を「受け入れ」，子供にしっかりと「寄り
添い」，愛情深く「見守る」ことに時間をかけて，親子の大切
な時間を豊かなものにしてほしいと思います。 
 
　 「待つ」ことは難しい。口を出したいところをぐっとこらえ
て，一考するようにする葛藤の日々も大切だと思います。 

1１月３０日（木） 
　 子ども育成推進事業の一環で，
劇団道化のによる「のらペンギンの
ペンじろう」が上演されました。 
　 劇のはじめに、６年生４名がMC
とカンペ役をして，劇を盛り上げてく
れました。また，旭教諭と牧野教諭
がお芝居の手伝いをしたり，岡冨教
諭が劇に登場したりして，子供たち
も大いに楽しんでいました。 
　 猫のサスケとペンギンのペンじろ
う。まったく違う一匹と一羽ですが，
最後は友達に。お腹を抱えるほどた
くさんの笑いもありましたが，劇を通
して，友達が自分にとってどのよう
な存在であるのかを改めて考え直
すことができたのではないかと思い
ます。 
　 鑑賞して「自分も演じてみたいな
あ。」と，演じることに興味をもった
人もいたようです。これからもいろい
ろな芸術に触れ，心を豊かな「原田
っ子」になることを期待します。
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更新中
12月１１日（月） 
　 鹿児島を拠点に全国で活躍して
いるプロのシンガーソングライター
宮井紀行さんのコンサートがありま
した。コマーシャルやイメージソング
など，知っている歌の時は口ずさむ
姿も。職員も子供たちもリズムに合
わせて体を動かしたり，手拍子した
りして，全員が一つになって盛り上
がりました。歌声やトークに魅了さ
れあっという間の１時間。当日は給
食の時間も宮井さんのCDを流し、
宮井さん一色に染まりました。 
　 これまでにコンサートに行ったこ
とがない児童も，コンサートの楽しさ
を味わい，コンサートへ行ってみた
い気持ちが強くなったようです。 
　 前回の演劇に続き，「芸術」を感
じることができた宮井紀行さんのコ
ンサート。このコンサートで，演奏を
聴くことが好きになったり，歌を歌っ
てみたいと思ったりして、さらに感性
豊かになってくれると嬉しいです。

1２月７日（木） 
　 掃除の時間を使って，学校周
辺の清掃を行いました。正門や学
校近くにある青少年館，森神社の
周辺など，普段と違う場所の清掃
は，新鮮な気持ちで活動にも取り
組めたようです。 
　 落ち葉を掃き，側溝の泥を上げ
たり，ゴミを拾ったりと，短い時間
でしたが，全員が一生懸命取り
組み，とても綺麗になりました。 
　 これを機会に，普段から自分た
ちの身近なところを綺麗にする気
持ちや積極的にボランティアに参
加する気持ちをもってほしいと思
います。 
　 また，学校での清掃時間も，時
間いっぱい隅々まで綺麗にしよう
という気持ちをもって取り組んで
いきましょう。全員が「原田をきれ
いに！」という気持ちをもって，こ
れからも自分たちが住んでいる
原田校区や原田小を綺麗にして
いきたですね。 

１ 月 の 行 事 予 定

  ９日（火） 始業式 

１３日（土） 書き初め（硬筆・書写） 

１６日（火） 鹿児島学習定着度調査（１日目　国・理） 

１７日（水） 鹿児島学習定着度調査（２日目　社・算） 

１９日（金） 授業参観・学級PTA・がんがらちゃん 

  家庭教育学級（学校保健委員会） 

２５日（木） 中学校入学説明会 

２６日（金） 校内読書の日

 

 

◇　 今年も，大変お世話になりました。よいお年をお迎　
　 えください。



1２月６日（水） 
　 ４月から中学校で一緒に生活を送ることになる，原田小，山
重小・蓬原小・野神小の６年生が集合学習を行いました。 
　 まずは自分たちの学校の紹介を行い，そのあとアイスブレイ
クでフルーツバスケットや輪くぐりをして，緊張している気持ち
をほぐしました。次は全員で振りを付けて「にじ」を歌ったり，ペ
アになって「あんたがたどこさ」で体を動かしたりして，互いに
距離を縮めていくことができたようです。最後はバスケットボー
ルで交流。大人数でのプレーに戸惑った様子もありましたが，
試合が始まるとチームの仲間と協力して楽しくプレーができま
した。 
　 普段は複式学級で５年生を入れても１２名で過ごしている６
年生。大人数での活動に，最初は少し緊張している様子も見ら
れましたが，活動を行っている間に少しずつ慣れ，４月からの
生活が楽しみになったようです。 
　 今回の集合学習で，他の学校の人たちと触れ合い，中学校
生活への期待も大きくなったのではないかと思います。４月か
ら中学生になる６年生。中学校に入る前に今できることをしっ
かりと身に付け，原田小の卒業生であることに誇りをもって，中
学校に入学してくれると嬉しいです。 

12月９日（土） 
　 爽やかな青空の下，開催された校内持久走大会。全員がベストを尽くし一生
懸命がんばってくれました。持久走大会が初めての１年生。２年生に遅れをとら
ないようにと必死に走る姿が印象的でした。全体的に運動が得意な２年生。昨
年度の経験を生かし，快調な走りを見せてくれました。上級生と一緒に走ること
で少し緊張していた３年生。「先輩に負けないように。」という意気込みが見られ
ました。いつも元気いっぱいの４年生。走るのが苦手な人もいたようですが，全
員が最後まで諦めず精一杯がんばりました。普段は少しおとなしい５年生。でも
本番は全員が「完走するぞ。」という気持ちをもち，最後まで走り抜きました。そ
して，小学校最後の持久走大会となった６年生。最高学年らしい走りを見せてく
れました。その姿は後輩たちの記憶に残るものになったことでしょう。 
　 ゴール付近では，全員が大きな声で「がんばれ！！」と叫ぶ姿も。声援のおか
げで，最後まで頑張ることができた人もいたようです。また，沿道でもたくさんの
方々が応援してくださり，保健体育部の保護者の方々は安全に走れるようにと
立哨指導に協力してくださいました。 
　 多くの方々の御協力のおかげで全員が無事に完走することができ，心より感
謝申し上げます。これからも「心も体もたくましい原田っ子」を目指して，体力づ
くりにも励んでいきたいと思います。
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12月８日（金） 
　 毎年この時期になるとクリスマスプレ
ゼントが届きます。プレゼントを贈ってく
ださるのは本校卒業生の原田留里子
様です。 
　 「本好きになって，たくさんの本を読
んでほしい。」という願いと，自分の母
校の子供たちが元気にすくすく成長し
てほしいという思いで，それぞれの年齢
に合った本を選んでくださる原田様。毎
年のクリスマスプレゼントを子供たちも
とても楽しみにしています。 
　 また，近くに来られる用事があれば
学校を訪問し，学校や子供たちの様子
を見にきてくださることもあり，こんなに
も原田小を思ってくれる卒業生がいる
ことに，私たち職員もとても心強く，心よ
り感謝しております。今年も素敵なプレ
ゼントをありがとうございました。 
         
         
         
         
         
        


